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１号様式                    記録者   主事 髙橋秀彰  

  

総務、産業、建設常任委員会記録 

                        

招 集 年 月 日 令和２年２月１７日（月） 

招 集 の 場 所 議員控室 

開 会 午後１時２８分 

出 席 者 委員長     鈴木 宏通 

副委員長   山岸 三男 

委員      吉田 眞悦 

委員      佐野 善弘 

委員      前原 宏 

委員      櫻井 功紀 

委員      千葉 一男 

議長      大橋 昭太郎 

欠 席 者  

職務のため出席

した者の職氏名 

 

議会事務局次長 高橋美樹 

 

協 議 事 項 ・調査研究テーマについて 

そ の 他  

閉 会 午後３時１３分 
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２号様式  協議の経過  

鈴木委員長 それでは、今年度第２回ですが、実質１回目ということになりますが、こ

れから１年間皆様にこの常任委員会におきまして、どのような研究テーマ、

調査項目を考えていくかということで、本日皆様にお集まりいただいており

ます。 
本日から確定申告ということもありますし、日本中いろんなところで新型

コロナでざわついておりますけれども、本町もいろいろ対策等も考えている

でしょうけども、私たちもそのウイルスに負けないように頑張ってまいりた

いと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
では、会議について進めてまいりたいと思います。まずはじめに、皆様に

資料として昨年行われました議会懇談会における質問等の一覧をお手元に

配付しました。一応その中での自分たちのテーマ以外の分、もし今回の研究

テーマにつきまして参考になるような部分があるということを前提に皆さ

んにお渡ししましたが、暫時休憩をもちまして目を通していただくことを考

えたいと思います。 
その後、この内容からもいろいろあるかと思いますが、考えていただいた

部分で皆様に後で随時発言をしていただきたいと思いますので、５分でいい

ですかね。今 30分ですので、35分まで５分間休憩をさせていただきます。 
では、よろしくお願いします。 

 休憩 午後１時３０分 
再開 午後１時３４分 

鈴木委員長 では、再開をいたします。 
本日全員出席でございますので、委員会は成立しております。本日研究テ

ーマにつきまして皆様に御発言を求めたいと思います。 
では、休憩を取りたいと思います。 

 休憩 午後１時３５分 
再開 午後３時０７分 

鈴木委員長  再開をいたします。 
 調査研究テーマにつきましては、各委員より御提言をいただきました。 
佐野委員より「公共施設マネジメントについて」。 
千葉委員についても「公共施設マネジメント」。 
櫻井委員については検討中だと。 
前原委員に関しましては、「防災、水害対策について」。 
吉田委員については「公共交通」または「公共施設マネジメント」、あと

は「地域自治システムについて」。 
山岸委員よりは「人口減少対策について」。 
私からは「地域自治システム」、「公共施設マネジメント」、あとは「エネ

ルギー対策」ということで、皆さんに御発言をいただいた中で、今回、本常

任委員会としては「公共施設マネジメント」につきましてを調査研究テーマ

に据え、今後調査研究を進めるという形にいたします。よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）ありがとうございます。 
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 では、再度休憩いたします。 
 休憩 午後３時０８分  

再開 午後３時１１分  
鈴木委員長  では、再開をいたします。次回の日程につきましては、３月会議の分科会

審査の日程を見ながら皆さんにこの日ということをまずその中で決まりま

したらお伝えして、暫時その中で決めていきたいと思いますが、よろしいで

しょうか。（「はい」の声あり）では、そのようにいたします。 
 本日の会議事項につきましては、研究テーマ、「公共施設マネジメント」

につきまして、今後担当課とのいろいろな話し合いを踏まえて考えていきた

いと思います。 
 次回の日程につきましては、３月会議の分科会審査中にその日程を見なが

ら随時決めていきたいと思いますので、皆さんの御協力のほどをお願い申し

上げて、本日の会議を終了させていただきたいと思います。以上でよろしい

でしょうか。（「はい」の声あり） 
 では、副委員長お願いいたします。 

山岸副委員長  ３時過ぎで、大変短時間で……（「短時間ではない」の声あり）テーマを

決定させていただきました。 
 いろいろと協議を進める中で話ができましたので、私は大変良かったなと

思っています。 
 この研究テーマに向けてこれから常任委員会としてしっかりと報告書が

できますように、皆さんと一緒に頑張っていきたいと思います。 
 本日は大変御苦労さまでした。 

 閉会 
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 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和２年２月１７日 

 

総務、産業、建設常任委員会 

 

委員長 


